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欧米市場における日本羽二重の動向と競合品

一19世紀末~20世紀初頭-
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1 はじめに

世界に先がけ、 19世紀後半から20世紀前半に

かけて「絹の大衆化J(けが急速にすすんだ ヨ

ーロッパおよびアメリカ諸国において、需要が

増大し売れ行きが好調であった絹織物は、豪華

なファソネ(紋織や模様物)よりも、ユニ(単

色1!!~地物)や反染物(後染めの単色1!l~地物ない

し捺染品)のようなシンプルな低価格品であっ

た (2)。低価格化を挺子とした大衆需要の喚起

が、いうまでもなく旧来のような者修的な高級

品や高価な厚地製品よりも、?草地軽量の中ない

し下級絹布の需要を不断に惹起させたからであ

る。なかでも大衆需要の急拡大を牽引したのは、

タフタ OllJ琉泊)をはじめサテン(踊子)・絹

モスリン・薄クレープ(薄地縮緬)のほか、

「ポンジー」と呼称された自生地の中国産絹紬

や日本羽二重を染色加工した低価格水準の薄絹

であった (3)。

ヨーロ ッパへ日本羽二重の輸出が増加しはじ

める1889(明治22)年6月、フランス・ リヨン

からの帝国領事館報告によれば、「本年婦人夏

服用 ノ流行品ハ、 即チ本邦産羽二重、支那産

「ポンゼー(英語pongee)ニ版行染(捺染加工

• ti古玉大学教育学部コラポレー ション教育ffi'liili

一一引用者)ノ方法ヲ以テ種々ノ模様ヲ染出シ

タルモノニシテ、又当地ニ於テハ無紋ニ染製シ

版行染ノ分ト共ニ之レヲ米合衆国ノ国々ニ輸出

スル ヨシJ(4) という情勢であった。つづけて

間報告は、「当地ニ於ケル我羽二重ノ需要高ハ

前年ニ比スレハ、 一層増加セ シコ トナルベ

シJ(5)と、世界ーの絹業センターであったリヨ

ンの19世期末における羽二重市況の趨勢を本国

につたえている。

その後、 20世紀はじめの1901(明治34)年の

5 -12月、 農商務省の委嘱により欧米絹業調査

のためフランスを再訪した染織技術者 ・近藤徳

太郎 (6) は、「近来ハ陣地僻村ノ婦女子ニ至ル

マデ皆之(綿織物一一引用者)ヲ用ウルノ風ヲ

為シJ(7)という状況を目の当たりにしている。

明治初年代にリヨン織物学校への留学を経験し

ていた近藤徳太郎に しても、 20世紀になるや、

フランス社会で「貴賎上下ノ区別ナク凡テ網織

物ヲ纏ヒ得ルJ(8) ほどに網着用の「平民化J(O) 

=大衆化が進展していた状況を、驚きをも って

眺めたにちがいない。また、その前年の1900

(同33)年 3-4月、フランスのパリで開催さ

れた万国博覧会を福井県出品人総代として視察

するため、パリとリヨンに滞在した福井県絹織

物同業組合副組長の松井文太郎も、「従来ハ貴

族的資沢品ナ リシモノ モ今ヤ平民的必需品 トナ



リ、衣服ノ虫j]キモ成ヘク軽快体ニ適スルモノヲ

喜フニ至リタリ、本邦軽目羽二重カ市場ニ歓迎

セラレ其売行ノ活発ナルモ、全ク此風潮jニ適シ

タレハナ リJ(10) と、大衆化する臥米社会で受

容される日本羽二重の市況と趨勢を報告してい

る。

絹業視察を機に、ヨーロッパ社会ですすむ絹

の大衆化の笑態を目撃した近藤徳太郎と松井文

太郎がともに重視したのは、つぎの点にあった。

すなわち、母国よりもはるかに先んじていた未

曾有の情勢のなかで、日本羽二重が中国絹など

のアジア物産のみならず、欧米諸国で生産され

る下級絹布やlly:地軽一量の流行品とも競合してい

るという新たな事態であった。フランスをはじ

めイギリスやスイス、そしてアメリカでも日本

羽二重に対抗するような下級絹布がつくられは

じめていたからである。1900(明治33) 年 6~

11月、農商務省および福井県絹織物同業主EI.合か

らパリ万国博覧会の視察調査を嘱託され、松井

文太郎と入れちがいにフランスに渡り欧米諸国

をふたたび訪問した杉田定ーが日本羽二重の競

合品として列挙したのは、以下の 6種類であっ

た。①リヨン製ポンジー(，里昂羽二重J)、②リ

ヨン製絹綿交織、 ③アメ リカ 製「フーラー」

(薄絹)、 ④タフタ(フランス製・スイス製 ・米

国製の薄琉泊一ーー引用者)、⑤中国産ポンジー、

⑥ 「リパティー サテンJ(イギリス製の絹綿

絹子一一引用者)(11)。

杉田定ーは同業組合の前身・福井県絹織物組

合から海外羽二重商況の調査を委嘱され、 1896

(明治29) 年の 7~11月にかけても、臥米諸国

のおもな絹業都市(パターソン ・マンチェスタ

ー・ジュネーブ・チューリヒ・リヨンなど)を

めぐっていた。しかしその時は、現地でスイス

製の安価な軽目絹(部琉泊=タフタ一一 引用

者)の拾頭を懸念する声があがっているが、

「目下欧米諸国に於ては我羽二重に競争し得る

者なしと断言するも敢て過言に非ざるに似た

るJ(12) として、日本羽二重の強敵として「近

来仏国へ輸入すること我羽二重の倍数にして羽

二重に比して丈夫且こわみありとて評判よろし

きJ(13) 中国産ポンジーを指摘したにすぎなか

った。杉田が提出した 2回の視察報告から推察

するに、 19世紀末の臥米諸国において、とりわ

けフランスのリヨンにあっても日本羽二重と直

接競合するような自国製の代替ポンジー(里昂

羽二重)の生産はまだ着手されていなかったよ

うである。

そうであったとすれば、杉田自身による 4年

後の再訪調査の結果は、まさに20世紀への転換

期に、日本羽二重や中国産ポンジーと直接競合

しうる代替品生産が欧米諸国で勃興した事実を

示唆しよう 。このことは、明治20年代後半から

日本国内で、生産拡大する外国向羽二重の輸出市

況の変動が、国際市場において中国・インドを

はじめとする他のアジア物産との競合にとどま

らず、欧米各国で生産開始された下級絹布との

新たな競合関係のなかで生じていたことを意味

する。なお、近藤徳太郎の調査データによると、

19世紀末においてフランスに輸入され自生地の

まま取引される製品や リヨ ンで染色加工される

「東洋産加工織物jの6割強を占めていたのは

日本羽二重であり、残りの 3割ほどが中国産絹

紬とインド産の粗絹布(コラー)であった(川)。

ところで、 1880年代後半から欧米輸出が本格

化する日本羽二重をめぐって、近年の日本経済

史研究(15) はいわば供給サイドの問題にいちだ

んと関心を向けつつある。そこでは、近代日本

における輸出羽二重業の発展過程で生じた「粗

製猷造」問題や品質規制をめぐる制度的対応な

どが考察され、新たな発見事実や知見が提示さ

れている。しかしそのいっぽうで、日本国内で

問題化する「粗製濫造jや品質規制をめぐる制

度的対応が、そもそも羽二重の輸出先である殴

米諸国のいかなる需給状況のもとで生じていた

のか、あるいは日本羽二重が国際市場でどのよ

うな競合関係におかれていたのかいう需要サイ

ドの問題は、ま ったく手っかずのままである。

近代日本の輸出羽二重に関するもう 一つの重要

な研究謀題として、羽二重の海外需要の発生・



変動をめぐる国際的な市場条件を分析し、輸出

=欧米市場における日本羽二重の地位や競合関

係をより具体的に考察することが不可欠である

ことは論をまたない。

したがって本稿は、近代日本が遭遇した国際

的な環境変化=絹の大衆化をめぐる未曾有の需

給変動と競合関係の特質をあきらかにするため、

19世紀末から20世紀初頭にかけて欧米市場で進

行した絹織物の低級 ・低価格化=薄地軽量化の

より具体的な実態把握と流行トレンドについて

の考察を試みる。当該期において、フランスを

はじめとする欧米の主要綱業国で日本や中固な

どの東アジア産絹に対抗しうる代替品やポンジ

ーの国産化がくわだてられ、国|燦市場における

日本羽二重をとりまく競合関係が変容 ・激化し、

新たな段階にはいりつつあったからである。

依拠する史料は、 ①実物資本|として前稿 (日)

で用いた『欧米染織鑑j(筆者所蔵、 1901年刊

行)に収録された織物サンプルと、 ②文字資料

として同H寺代に記録され、外務省が『通商業

纂Jとして編集 した 「帝国領事館報告J(以下、

「領事報告Jと11洛す)と農商務省が編纂 ・発行

した「海外実業練習生報告書J. fl照託調査員復

命書」である。いずれも、海外情報の収集のた

め外務・農商務両省が企画 ・編纂 ・刊行したも

ので史料的価値が高い。とりわけ後者は、専門

的な技術者養成のために海外に派遣 した実業練

習生や、すでに専門的かつ実業的な知見を有し

た技術者や製造業者を海外調査員にl属託し、農

商務省が独自に具体的な現地情報の収集につと

めたものである。

2 日本羽二重の用途と品質変化

伝統的に、日本国内において絹織物は量目

(製品重量)を商取引の標準とする価格設定が

なされていた。明治則]になっても、慣習的に良

質な生糸遣いの正絹織物ほど量目取引がおこな

われていた。輸出向羽二重の場合には、精錬漂

白後の11幅1寸(約 1インチ)・長さ 6丈(約25

ヤード)の単位重量を意味する「日付」が取引

相場の標準となった (げ}。日付は時代によって

変化したが、 19-1並紀末(明治30年代初頭)にお

いて、おおよそ「重目J(8 ~ll匁付) ・ 「中目」

(5 ~ 8 匁付) ・ fll珪 I~I J (3_5~ 5匁付)の 3種類

に区分されていた。

輸出羽二重は、 14~16デニールの器械製糸を

経 2~3 本ないし 1 本、そして緯糸は経糸より

も太めの生糸(器械糸または座繰糸)を，1本な

いし 4本くらい織りこむのを普通とし、 4匁付

前後から14匁付くらいまでの日付 Illfriがあった。

これにたいし、内地向羽二重は30デニール前後

の手挽糸ないし座繰糸をたいてい経 2本 ・緯 4

本程度もちいて製織され、 l疋 (2反相当)の

量目が160~300匁くらい、重目物ではそれ以上

におよぶものもあった。 量目 160~300匁は、目

付に換算すると 20~40匁付前後となる 。

一般に、内地向羽二重は重自の小Illfri物であっ

た。いっぽう、明治期に生産拡大するl愉出向け

の羽二重は広11I高で製織さ れ、その中心は10匁付

前後の重因物から、しだいにそれ以下の中目物

や軽自物にシフトした。囲内用の重目羽二重の

主産地は群馬県桐生であったが、輸出産地とし

て急成長するのは、明治10年代に桐生から技術

導入をはかった福井県であった (8)。そして、

中目羽二重の輸出産地として成長するのが石川

・富山・山形(鶴岡)の 3県、軽自羽二重の筆

頭的産地となるのが福島県川俣地方であっ

た ( 1 ~) 。

ほんらい、羽二重はその名称、から推察される

ように、経 2本と緯 2本の細めの生糸をていね

いに斜子Ml織に織りなす絹織物であった。それ

は、綜統(綾目)に糊づけした生糸を 2本ずつ

通し、その「二重」に した 2本の生糸を餓目一

羽に f4つ入れ」すなわち 2本ずつ計4本通す

もので、織目が細やかにつんだ後練の絹織物で

あった。とりわけ内地用の(重日)羽二重は良

質で、伝統的に絹の高級品に属 した。

しかし、明治期になって海外需要の発生にお

うじて羽二重輸出が増加しはじめると、ただち



に在来品よりもはるかにi陛量で安価な輸出専用

品の生産に転換しなければならなかった。それ

は、輸出先の猷米市場からの要請であったから

である。そこで注目されたのが、横浜からの積

戻糸(器械製生糸)である。細くてより均質な

器械糸は手挽きや座繰りによる在来糸よりも高

価であったが、それをもちいて手機(広幅用の

高機)ながらもバッタン(飛梓)装備により 量

産的に製織すれば、在来品よりもはるかに軽量

安侃liな輸出専用の羽二重生産が可能となった。

けれども、在来の生糸よりも良質高価な器械糸

を経 ・緯糸ともに織りこむili命出羽二重は、その

当初から重大なパラドックスをかかえこむこと

になった。その理由は、より高品質の高価な細

糸を使って薄地軽量の低価格品を生産しなけれ

ばならないという矛盾をはじめから内包したか

らである。

輸出市場からの要求におうじて、それまで

f4つ入れ」・ fz本経」の本羽二重(諸羽二重)

の体裁であった重目羽二重は薄地軽量化をよぎ

なくされ、なかでも ~I:i EIや軽自物にいたっては

fzつ入れ」 ・f1本経」の片羽二重へと変質し

ていった。絹織物にあって、?等地軽量化は製品

価格の低下を意味すると 同時に品質の劣化を内

包する。この点において、明治期に勃興した輸

出羽二重業は、在来水準から原料糸の品質をい

っきに飛躍させたにもかかわらず、輸出専用で

あっただけに海外市場からの薄地軽量化=低価

格化の執効な要求を受ける宿命を悌2びたのであ

る。絹織物にあって、低価格化=薄地軽量化の

実現は品質劣化への誘惑との格闘であり、いい

かえれば「粗製i監造」の危険性とつねに隣りあ

わせであったといっても過言ではない。

そもそも、規格が統一された広幅製品として

標準化と品質の斉一性が極度に要請された輸出

向けの軽量羽二重は、圏内用小幅の重目羽二重

とは品質的に異なるものであったといってよい

だろう 。いわゆる 1本経の中目ないしl陸自の片

羽二重にいたっては、 2本経の本羽二重とはま

ったく 別の製品に転化したとみるのが妥当であ

る。近世ー以来の内国羽二重の品質標準からすれ

ば、生糸の使用量を大幅に節約し、しかも斜子

組織ではない l本経(単純平織組織)の薄地l陸

量の片羽二重は、本来の羽二重とはいえるよう

なものではなかったといってよい。

かつて存在しなかった、そのような新製品を

生みだすまでに日本羽二重の軽量薄地化を要求

したのが欧米市場であり、なかでもそのうごき

に拍車をかけたのがフランス市場であった。当

日守、「仏国ガ臥州流行ノ中心ト呼パル、ハ巳ニ

世人ノ熟知スル所J(20) となり、「同国婦人ハ殊

ニ美服ヲ着用シ、我邦福井産ノ羽二重ハ夏季ニ

於テ殆ンド彼等ノ常服トナリ、拾中八九ハ皆之

ヲ着用シ、襟飾ノ如キモ多ク之レヲ使用J(21) し、

福井産羽二重がフランスをはじめとする欧米女

性の夏服に広く 浸透する までになっていた。

欧米諸国のモードをリードするフランスにお

いて、夏季のファッションとして薄地絹物の着

用がひろがり、「最モ上流ノ家族ハ薄色琉拍或

ハ稲子地ニ刺繍模様ヲ為セシモノ、若クハ『レ

ースjヲ織込ミ或ハ之ヲ前記無地織物ノ上ニ掩

シモノ最モ流行シJ(22)、「中流ニ至リテハ羽二

重ノ形付最モ多ク、其他薄琉E自無地物是二次ケ

リJ(23) という状況であった。タフタ ファソ

ネやダマ(締子紋織)などの模様・刺繍柄ない

しレースの装飾をほどこした上級品がおもに上

層市民向けに供給され、中 ・下層用としてタフ

タ ユニ(薄琉王1~1 1.阪地物)などの中級絹布に代

替して福井羽二重の染付品が受容されていたこ

とがうかがえる。また、 frネキタイ .i (ネクタ

イ一一引用者)用トシテ男女共ニ羽二重ノ染形

大ニ流行J(24) し、衣類のみならずその装飾用

の加工素材としても羽二重が評価されはじめて

いた。

もともと絹製品の厳格な絡付けと品質管理が

なされていた臥米きつての絹業国・フランスで

は、 19世紀末にかけて 9~1lデニールという極

細で最高品質の生糸 1本を強撚して製織した絹

モスリンやクレープ ド シーヌ(極細縮緬)

などの軽量i草地の新製品がつぎつぎに開発され、



流行市場に投入された (2九 それらは、おもに

女性のドレス ・ファッション(衣服や帽子な

ど)の襟地や接地など、もっぱら装飾用として

の需要が急増したものである。当時のフランス

市場における日本羽二重の大半は、白生地のま

ま半製品と してとりあっかわれ、おもに リヨン

で模様を多色に「形付J(捺染加工)されるか、

あるいは「染揚J(単色紙地の染色)がほどこ

された (2九 近藤徳太郎が的確に指摘したよう

に、「羽二重ノ 如キハ生地用 ト シテ価格ノ低~.~

ナル為ニ始メテ需用アル半製品J(27)であった

のである

欧米市場における日本羽二重の商取引は日本

での目付(単位重量)によるものとはちがって、

単位長にもとづく売買がおこなわれた。その理

由は、も っぱら貴族用として超絶的な品格を誇

っていた旧時代とくらべると絹織物の品質とバ

リエーションが劣化=縮小し、極端なまでに標

準化したためであると考えられる。すなわち、

「日本ニテハ目方ヲ以テ売買シ、当地 (アメ リ

カ一一引用者)ニ テハ寸尺ニ依リテ取引ス

lレJ(28)ものであり、次章で考察する ように何種

類かの織巾単位で 1ヤード(アメリカ・イギリ

ス市場)ないし 1メートル(フランス・スイス

.ドイツなどのヨーロッパ市場)あたりの標準

相場が設定された。とりわけ、シルクの日用品

化がすすんでいたアメリカでは、庖顕にて布巻

タイプの各種絹織物が 1ヤード単位の小売価格

で切売りされていた (29)。

表1は、羽二重需要のなかでも捺染用が増加

していた1900(明治33)年前後のフランス市場

における日本羽二重の用途と品質の概要である。

当時、リヨンからの領事報告は、「昨年ノ流行

カ一般ニ捺染品ヲ需要シタ ルコト既ニ世人ノ知

ル所ノ如シ、而シテ捺染ニハ羽二重コソ実ニ適

当ノ絹布ニシテ、昨年(1899年一一引用者)ノ

輸入高カ未曾有ノ多額ニ達シタルJ(30) ことを

つたえている。それによると、捺染用はおもに

重目羽二重(12~11匁付?であり、加工品は女

性衣服をはじめ、男女襟針1;や家具・諸道具の装

飾品などにもちい られた。いっぽう、中目羽二

重 c7匁付)は無地に染色されたのち、重目物

とおなじ用途ないし裏地や下着用シャツ ・寝衣

などに、 il珪目羽二重 (4~3.5匁付)は、婦人

用の上衣 ・襟飾 ・|帽子飾 ・リボン用として流行

する絹モスリンの代用品として染色加工された。

注目したいのは、 重目および中目羽二重の目

付がいずれも数年で変化 し、 2 ~3 割も軽量化

したことである 。 前者が1O~8.5/ 8匁付に、そ

して後者は6.5/6 ~ 5匁付にまで低下している。

このうごきは、 19世紀末から20世紀初頭にかけ

て、フランスで需要される羽二重などの染色加

工用の絹物半製品の軽量化に拍車がかかってい

たことを示唆する。この点について、領事報告

は「当時絹織物類カ羽二重タル ト否 トヲ問ハス、

益々軽目旅側ノモノヲ多量ニ製産シ可也廉価ニ

販売スルJ(31) と、絹織物が全体的に低価li絡化

し軽量安価な製品が需要を獲得 していた市況の

様子を指摘している。

と同時に、最新の薄地軽量品として流行しは

表 1 フランス市場における日本羽二重の用途と品質(1900年)

製品種類 用 途 品質 (目付の変化)

絞染物
女性衣服 (上着 ・袴)、男女襟飾、 12-1]匁付 (1897年頃)

家具 ・諸道具の装飾品など → 10-8.5/8匁付(l900ilo)

4!!f:地物
5民地、下活rFJシャツ、 !股引、:寝衣、 7匁付 (19W紀末)

男女の撚街lí 、 衣頒 ・ 諸般事~sIli ~~I → 6.5/6-5匁付 (190011三)

斜jモス リン代mlYil (女性上衣・襟飾、帽子飾、リボン) 流行品3.5-4匁付(JII俣羽一重)

資料) 明治33年7月10臼付在盟昂帝国領事館報告「仏国ニ於ケル本n羽二重Jr通商袋纂j第170号、190011::7 

月、 85-89頁。



じめた絹モス リンの低級代用品と して、軽自羽

二重の需要がにわかに拡大していた。この動向

が、極東の日本において一本経の新製品を開発

した福島県川俣地方が片羽二重の生産を急成長ー

させた要因であった。明治40年代初頭(1907年

頃)になると、 i等地軽量化による目付変化がい

っ そうすすみ、 E中1=ドこ=( 目羽二重が6.5~ぷニ 5 匁付に、

そして軽目物カがf斗4.5~ 3匁イ付サにまでで、低下した (附3泣ω2幻)

そして、イブニングドレス用の需要増加にくわ

え、女性下着用のみならず上着用の羽二重需要

がそれまでの重目物から中目物へとシフ トした

ため、中日羽二重の需要も拡大した。こうした

なかで、それまで重目の比率が大きかった福井

羽二重が7.5~ 6匁付の中目領域に参入するい

っ ぽう、中目の石川羽二重も 5.5~ 5匁付へ、

そ して軽自の川俣羽二重が4.5~ 3匁付へと、

いちだんと薄地軽量化をすすめたのである。

3 I視察報告」・「領事報告」にみる日本羽

二重の市況と競合品

1896 (明治29) 年の 7 ~11月、福井県絹織物

組合副組長の村野文次郎は同組合から海外羽二

重商況の調査を委嘱され、 冒頭で紹介した杉田

定ーとともに欧米諸国の絹業都市を巡見した。

帰国後、 村野はアメ リカ市場とヨーロッパ市場

のちがいをつぎのように説明している。すなわ

ち、「日本羽二重ハ欧米各国都郁一般ニ流行ス

レトモ、米国ニ於テハ支那絹僅少ニシテ我カ羽

二重ノ占有 ト云テ可ナランカJ(33)なのにたい

し、 「欧州各国ニ於テハ支那絹大半ヲ占メ我カ

羽二重 ト|略ホ価格ヲ均フシ恐ルヘキ大敵ナ

リj(34)と指摘した。日本羽二重が占有していた

アメ リカ市場とちがって、ヨーロ ッパ市場では

支那絹 (中国産ポンジー)が量的優位に立ち、

しかも価格面で日本羽二重と措抗していたので

ある。そのため村野は、「羽二重ノ製造タルヤ

価格ヲ低廉ニシ、而シテ濫造スルコ トナクンハ

時トシテ流行ニ伴レ供給ノ度合ヲ失スルアルモ、

決シテ需用ノ途ヲ塞クノ思ナシj(35) と述べ、

流行に左右されながらも海外需要の掌握のため

には、品質を維持し羽二重の価格を低廉化させ

ることが肝要であると分析した。

さらに村野文次郎は、 リヨ ン商業会議所の調

査データに依拠し、1895(明治28)年時点での

フランス市場での中国産ポンジーの占有率は日

本羽二重の1.3倍程度であったと した (36)。この

数量は、ヨーロ ッパ市場全体では大半を占める

中国産ポンジーのフランス市場での量的優位が

もはや絶対的なものではなかったことを意味す

る。村-野の同伴者 ・杉固定ーがそれまでフラン

スの中国産ポンジーの輸入量は日本羽二重の2

倍程度であったとしているので、 このことは19

世紀末にかけてフランス市場にあっては絹紬製

品である中国産ポンジーの量的優位がくずれ、

正絹すなわち生糸遣いの日本羽二重の評価が高

まっていた状態を示唆しよう 。

なお、日本羽二重の用途について、村野文次

郎はアメリカやフランスのような「暖地jでは

女性上衣に、イ ギリスやドイツなどの「利、 寒

キ地方」では下衣にもちい られるが、いずれの

国々にあ っても 「部地ヨ リ寧ロ厚地ヲ |晴好

スj(37)と報告している。なかでも、フランスで

も「薄地ヨリ厚地ヲH普好ス、然レ ドモ部地ハ必

スシモ需要ナキニハ非スj(38) と指摘している。

この時点では、欧米市場において衣服用と して

「厚地」すなわち中国産ポン ジーや重目羽二重

の需要が、中日ないしi陸自羽二重よりも優勢で

あったことがうかがえる。

しかし、その後のフラ ンス市場における日本

羽二重の量的優位は下級綿布にたいする|晴好の

変化が生じたことを物語るものとなる。杉田定

ーはこの点について、用途により異なるものの

厚地は一般にイギリス向きであるが、フランス

では「厚き も薄きも適当す、但し薄き方宜し其

は値段が安き為めJ(39)、「当分専 ら売る、もの

は部地なりJ(40) と、売れ筋が部地物のほうに

あると分析している。下級綿布のなかでも軽量

でより安価な商品の市場投入が、フラ ンスにお

ける絹の大衆需要をよりいっそう 喚起していた



ものとみられる。いいかえれば、絹の大衆化が

いちだんとすすんだ19世紀末のフランスで、下

級絹布にたいする関心が衣服用から装飾用へと

高まって、重目物からより 11珪量安価な中目・ 11呈

目物への急速なシフ トが惹起きれていたといえ

よう 。そうした趨勢は、先行的に受容されてい

たやや粗雑な中国製品よりも品質良好な日本羽

二重への評価が高まり、日本製品への需要シフ

トとなってあらわれたことを示唆する。

表 2は、村野文次郎が報告 した欧米市場にお

ける日本羽二重の市況データ (1896年)を整理

したものである。書き上げられたのは、フラン

ス ・イギリス ・アメリカ 3カ国での日本産の羽

二重および甲斐絹の小売価格であり、ヨーロッ

パ市場で日本製品と対抗していたとみられる中

国産ポンジーの調査データはない。村野は日本

羽二重の競合関係をめぐって、杉田定ーとおな

じく「競争ノ敵ハ支那絹ニアリテ外ニ敵ナ

シJ(刊との状況認識を示した。 したがって、村今

野文次郎が帰朝報告のなかでライパルのデータ

を書き上げなかったのは、彼の調査関心が何よ

りもまず日本製品とくに福井羽二重の需要動向

におかれていたからであったと推測される。 し

かも村野は、日本羽二重のほうが中国産ポンジ

ーよりも品質優位にあるので両者は直接的な価

格競争の関係にはなかったと認識し、たとえ両

者の価格が同一水準になっても、消費者は品質

良好な日本製品のほうを選好するとみていたと

思われる。

ニューヨークからの領事報告によると、当時、

すでにアメリカでもより安価な軽量羽二重の需

要が拡大 し、 「近来i陸目物多ク甚シキハ六匁付

以下ノモノアリJ(~2) という状況になっていた。

在サンフランシスコの領事報告は、「日本製11珪

量羽二重ハ美麗ナル割合ニ其価格甚廉ニシテ、

一 『ヤード』三十仙 (30セント一一引用者)乃

至五十仙位ナレパ貧富ノ別ナク一般人民ノ容易

ニ需要シ得ベキコト之ナリ J(43) と報告してい

る。日本から輸出された軽自羽二重 (6-7匁

付)の小売相場が lヤード30-50セントの水準

であれば、貧富の別なく 当該商品が購入される

状況であったというのである。しかもこの市況

表 2 欧米市場における日本羽二重と甲斐絹の小売相場(1896年)

医| 製品名 l属性] 小売値段 日本円

フランス 日本羽一重 佐i生地 1尺3寸 17ラン20サンチーム/1メートlレ 45銭6厘

フランス 日本羽二重 白生地 1尺5寸 1フラン50サンチーム/1メートル 57銭

フランス 日本羽二重 白生地 1尺3寸 487ラン/50メートル 19円[38銭/1メートルl
フランス 日本羽二重 自主l三地 1尺5寸 507ラン/50メートル 23円[46銭/1メートル]

フランス 組梅赤各種染羽二重 染生地 1尺3寸 1フラン50サンチーム/1メートjレ 57銭

フランス 紅梅赤各種染羽二重 染生地 1尺5寸 17ラン75サンチーム/1メートル 66銭5厘

イギリス 日本羽二重 白生地 23インチ [1尺5']'3分l38シリング6ペンス/50ヤード 20円[40銭/1ヤードl

イギリス 日本羽二重 白生地 32インチ [2尺l寸3分l61シリング/50ヤード 28円68銭[57銭4厘/1ヤードl

イギリス 日本羽二重 自生地 23インチ [1尺5サ3分] 1シリング4.5ペンス/1ヤード 64銭5厘

イギリス 日本羽二重 自生地 36インチ [2尺4可] 1シリング6ペンス/1ヤード 70銭

アメリカ 日本羽二重 自生地 1尺8寸 30セント/1ヤード 56銭4厘

アメリカ 日本羽二重 自生地 小中日物 20セント/1ヤード 37銭6厘

アメリカ お1甲斐綿 模様絹 小申請物 25セント/1ヤード 46銭

アメ リカ 統i羽二重 模様紺 小幅物 25セント/1ヤード 46銭

アメリカ 紋物羽二重 模様絹 小幅物 30-35セント/1ヤード 56銭4厘-65銭8厘

注) [属性]欄および [ 1内のデータは、経者の布lii主。
史料)村野文次郎「欧米絹織物状況視察報告J(r農商務省商工局臨時報告(復刻版)J第 l巻、ゆまに芸i房、

2002年、 pp.16-18)。



なら、「臥米諸国ノ製品ハ勿論支那製羽二重

(中国産ポンジーのこと一一 引用者)モ到底競

争スル能ハザル処ナリJ(制)と報告し、日用品

化した下級網布の物価水準に日本羽二重が参入

すれば、品質劣位の中国産ポンジーはもはや競

争力を発揮しえないとみなしている。村ー野文次

郎が報告したアメリカでの日本製品の価格デー

タをみると、いずれの商品も 1ヤード30セント

前後の小売相場を示 し大衆需要に適合していた

ことが確認できる。

そして日本羽二重は、ヨーロッパ市場におい

ても白生地で、小売されていた。ヨーロッパにあ

っては白生地の取引量が多かったのはイギリス

であるが、 1896(明治29)年の時点にあっては、

フランスでも白生地の羽二重が衣類用などの最

終製品として小売されていた。相場データを確

認しておくと、イギリスでの白生地23インチ物

の相場 (40銭と64銭 5座)に24銭 51.亙の差がみ

られるが、おそ らく値段の高いものが重目羽二

重で安いほうは軽目物であったのではないかと

みられる 。 フランスでも同検である 。 I~I 付が判

明しないので品目ごとの考察ができないが、お

よそ染羽二重の小売相場は白羽二重の10-20銭

高であったといえよう。

これにたいし、 4年後に欧米諸国を再訪した

杉固定ーがリストアップした日本羽二重とポン

ジー製品などの市況データ (1900年)の一覧が

表 3である。日本製品の競合品として小売相場

が具体的に書き上げられたのは、中国産ポンジ

ーをはじめとして、リヨ ン製のポンジー ・琉泊

.絹モスリン・絹綿交織 ・絹紡績織であった。

欧米市場で流通する下級絹布は、もはや中国産

ポンジーや日本羽二重だけではなかった市況を

確認できる。各種の リヨ ン製品が新規に登場し、

日本羽二重をとりまく海外市場条件が大きく変

化していた状況がうかがえる。ただし、この時

点で、はアメリカ市場で日本製品と競合的となる

アメリカ製フーラー(部絹)はふくまれていな

い。なお、この杉田の調査データでも日付はわ

からない。

まずイギリスでの相場をみておくと、 13点の

白羽二重のうち 1ヤード(約 1メートル)の小

売単価が l円20銭以上のものが 9点、70-80銭

が3点、そして50銭台が 1点である。しかし、

5種類の織巾 (23・26・27・34・36インチ)が

確認できるので、それらの小売相場をフランス

相場と比較するため便宜上23インチで換算しな

おすと、 13点のうち 4点が 1円以上ないし l円

前後の水準となる。残りの 9点は l円以下とな

るが、価格帯を80銭前後-1円10銭の範囲にひ

ろげると半数以上の 7点がおさまる。おそらく、

この価格帯に分布するのが重目羽二重であった

と推測される。そして、それよりも下位の相場

のものが中目以下もしくは品質の劣る商品で、は

なかったかとみられる。

イギリスのロンドン市場で取引された製品の

多くが福井産などの重目ないし中目の白羽二重

であり、しかもその少なくないものがフランス

やスイス市場に転売された。そしてそれらは、

リヨ ンをは じめスイスのチューリヒなどで染色

加工されたのち、ふたたび欧米市場へ再輸出さ

れていった。とりわけ、日本羽二重の「多クハ

仏国里昂ニ於テ捺染整理シ他国へ再輸出スルモ

ノニシテ、里昂ハ中間ニ於テ捺染整理ノ利益ヲ

襲断スルモノナリJ(45) という状況であった。

相場・リストのなかに、リヨンで染色加工された

日本羽二重や中国産ポンジーの小売品をすくな

くとも 3点ほど確認できる。

なかでも注意をひくのが、リヨンで染付・捺

染された日本羽二重や中国産ポンジーの小売品

に伍して、 1円以下の中位ない し下位の価格帯

に集中的に分布するリヨン製品群で‘ある。フラ

ンスの相場データ13点のうち、織巾が判明する

のは日本羽二重の捺染加工品 (22.5インチ)と

絹モスリン (14インチ)の 2点だけである。そ

れ以外の品目の織巾については、琉泊(タフ

タ)を20インチ前後、そして日本羽二重・中国

産ポンジーおよびリヨン製ポンジーを22-23イ

ンチ程度とみな しておく 。

この前提で、 14インチ巾の網モスリンの小売

。。



表 3 欧米市場における 日本羽二重とポンジー製品などの小売相場(1900年)

国 製品名 属性 [経糸] [緯糸} 織巾 [日本尺巾] 小売価格 [日本円] [23インチ換算]

アメリカ 日本羽一重黒染 無 地 生糸 生糸 (不明) 1ドル/1ヤード 2円 ( 2円)

フランス 支那ポンジー巴里リーパーテー黄及赤サラサ染 捺染地 生糸/紬糸 紬糸 (不明) 5フラン/1メートル 2円 ( 2円)

フランス リヨン製琉泊紅青碁盤縞 模様絹 絹撚糸 絹撚糸 (不明) 4フラン/1メートル 1円60銭 ( 1円60銭)

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 34インチ 2尺 2寸 7分 3シリング9ペンス/1ヤード 1円86銭 1円25銭 8厘

フランス リヨン製絹モスリン 白生地 生糸 生糸 14インチ 9寸 3分 17ラン95サンチーム/1メートル 78銭 1内28銭 1厘

フランス リヨン製ポンジ一白雲形流行模様 捺染地 生糸/紡績絹糸 紡績絹糸 (不明) 37ラン/1メートル 1円20銭 ( 1円20銭)

アメリカ 日本羽二重紫更紗染 捺染地 生糸 生糸 (不明) 59セント/1ヤード 1円18銭 ( 1円18銭)

イギリス 日本無地白羽二重 自生地 生糸 生糸 34インチ 2尺 2寸 7分 3シリング2ベンス/1ヤード 1円58銭 1円6銭 9厘

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 27インチ l尺 8す 2シリング6ベンス/1ヤード 1円24銭 1円5銭 6厘

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 36インチ 2尺 4寸 3シリング3ペンス/1ヤード 1円62銭 1円3銭 5厘

フランス 支那ポンジー里昂仕上白地赤小紋 捺染地 生糸/紬糸 紬糸 (不明) 2フラン50サンチーム/1メートル l円 ( 1円)

フランス リヨン製琉泊紫地青竪紡 模様絹 絹撚糸 絹J?!.，糸 (不明) 27ラン50サンチーム/1メートル 1円 ( 1円)

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 36インチ 2尺 4寸 3シリング/1ヤード 1円50銭 95銭 8厘

イギリス 日本無地白羽二重 自生地 生糸 生糸 36インチ 2尺 4寸 2シリング9ペンス/1ヤード l円36銭 86銭 9厘

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 36インチ 2尺 4寸 2シリング6ペンス/1ヤード l円24銭 79銭 2厘

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 36インチ 2尺 4寸 2シリング6ペンス/1ヤード 1円24銭 79銭 2厘

アメリカ 日本羽二重萌黄染 無地 生糸 生糸 (不明) 39セント/1ヤード 78銭 (78銭)

フランス 日本羽二重更紗染 捺染地 生糸 生糸 22.5インチ 1尺 5寸 lフラン95サンチーム/1メートル 78銭 78銭

フランス リヨン製ポンジ一白地青模様 捺染地 生糸/紡績絹糸 紡績絹糸 (不明) lフラン95サンチーム/1メートル 78銭 (78銭)

フランス リヨン製ポンジー紫小紋染 捺染地 生糸/紡績絹糸 紡績絹糸 (不明) lフラン95サンチーム/1メートル 78銭 (78銭)

フランス リヨン製ポンジー青角小紋 捺染地 生糸/紡績絹糸 紡績絹糸 (不明) 1フラン95サンチーム/1メートlレ 78銭 (78銭)

フランス リヨン製琉泊賞地小紋 捺染地 生糸 生糸 (不明) 17ラン95サンチーム/1メートjレ 78銭 (78銭)

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 36インチ 2尺 4寸 2シリング5ベンス/1ヤード 1円20銭 76銭 7厘

フランス リヨン製ポンジー絹綿交織黄縞 捺染地 生糸 綿糸 (不明) 1フラン90サンチーム/1メートル 76銭 (76銭)

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 23インチ 1尺 5寸 3分 1シリング5ペンス/1ヤード 70銭 70銭

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 27インチ 1尺 8寸 1シリング7ペンス/1ヤード 78銭 66銭 4厘

フランス リヨン製パアフハン赤絞縞絹紡績 捺染地 紡*i'{絹糸 紡績絹糸 (不明) lブラン45サンチーム/1メートJレ 58銭 (58銭)

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 36インチ 2尺 4寸 1シリング6ペンス/1ヤード 74銭 47銭 3厘

イギリス 日本無地白羽二重 白生地 生糸 生糸 27インチ 1尺 8寸 lシリング11ペンス/1ヤード 55銭 46銭 9厘

注) [1根lの記載事項・換算データは筆者による補注で、[23インチ換算]梢lの括弧は推定値。

史料)杉固定一「海外絹織物調査報告J(r農商務省商工局臨時報告 明治三十四年jゆまに沓房、復刻版 (第 5巻)、2002年、 pp.6-8)。



相場を23インチ巾の商品として換算すると、そ

の単価はより上位の価格帯にジャンプする。す

なわち、それは 1円28銭 1厘の小売相場となり、

全体で第 4位、フランス製品のなかで第 3位の

高値を示す。この絹モスリンは無地物であった

と想定されるが、それと日本羽二重やリヨン製

ポンジーなどの染色加工品との価格差は日本円

換算で50銭前後もの開きがあった。まさに、こ

の商品が流行市場に投入されたばかりの新製品

であったことがうかがえよう。小売単価が 1円

以上の価格帯には、(部)琉拍 (タフタ)をは

じめ、 黒もしくは流行模様に染色加工され付加

価値を高めた商品がより高位にランクされる。

琉泊は値段の高いものが先染めの手織製品で、

安いほうは後染め(反染品)の力織機製品で、あ

ったとみられる。

総じて、より下位の価格帯で対抗していたと

みられるのが日本羽二重とリヨン製ポンジーで

ある。杉固定ーによる相場リストのなかで、 4

年前に杉田とおなじく村野文次郎が11佐一最大の

ライバルとみなした中国産ポンジーは、デザイ

ン性の高い流行模様に染色された染絹製品とし

てl円以上のより上位の側格帯にランクインし

ていた。 この点について、ヨーロッパï'l'í~易に日

本羽二重よりも先んじて受容されていた中国産

ポンジーの先行優位が、フランスのフ ァッショ

ン業界で機能していたのではないかと考えられ

よう 。あるいは、その製品慣性が捺染・整理工

程において存続していたのかもしれない。いず

れにしても、リストをみるかぎり低価格帯で日

本羽二重の染色加工品と対抗していたのは、ほ

かならぬリヨン製ポンジーなどのフランス国産

品で、あったとみることができょう。

リヨン製品には、 生糸を経糸にもちいるが緯

糸にはより安価な紡績絹糸を使用したポンジー

cr里昂羽二重J)をはじめ、生糸に綿糸を交織

した絹綿交織物や経・緯糸とも紡績綿糸を使用

する絹紡績織などがあった。それらは、経 ・緯

糸ともに生糸遣いの正絹製品でAあった日本羽二

重とは異なり、原料糸を差別化して生産費を低

減させる交織タイフ。の低価格商品で、ある。杉田

定ーの調査は、こうした リヨ ン製ポンジー類と

日本羽二重を染色加工した小売品6点がほぼ同

等の相場水準 C76~78銭)につらなる市況の存

在を明示しているが、品質において生糸遣いの

日本製品のほうが比較優位にあったことになる。

リヨン製ポンジーの品質は、農商務省から委嘱

されて1899C明治32)年にイタリア・フランス

両国の絹業視察をおこなった京都西|俸の織物業

者 ・今西平兵衛によれば、「柏、強硬ニシテ本邦

産ノ如ク柔軟ナル能ハザルモノノ如シJ(46)で

あった。

当時、リヨンからの領事報告も日本羽二重の

競合品としてリヨン製ポンジーを恐れるに足ら

ないものとしていた。すなわち、 rr里昂羽二

重jc生糸ヲ経トシ紡績絹糸ヲ緯トス)ハ我羽

二重ノ競争品ナリト称セラル、コトアレドモ、

目下ノ有様ニテハ恐ル、ニ足ラサルモノ、加l

シJ(47)とみなしたのである。その理由として、

①品質の点において染色・整理加工後の「前者

cr盟昂羽二重」 一一引用者)Jハ到底後者 cr日

本羽二重」一一引用者) ノ美良ナルニ及フコト

能ハサル」附 ことにくわえ、 ② 「昨年ノ如キ

我羽二重ノ暴騰セシ時ニ於テスラ尚ホ 『里昂羽

一重』ハ其価格ノ点ニ於テ日本羽二重 ト競争ス

ルコト能ハサリシナリJ(刷 としている。

在リヨンの領事館は日本羽二重の類似品とし

てリヨン製ポンジーの登場を意識しながらも、

「目下ノ有様」として後者の品質劣位と価格弾

力性の乏しいことを大きな弱点として指摘した

のである。そのうえで、領事報告はリヨン製ポ

ンジーが重目物の日本羽二重と競合することは

あ っ ても、「我羽二重ノ軽自物ニ競争スルカì'~[1

キコトハ到底不能ナル可シJ(50) との所見を示

している。ケパが立ちやすい紡績絹糸を使用す

るリヨン製ポンジーは布南面が羽二重ほど滑ら

かではなく、しかも目付の点で、も10匁以上の重

目の製品にならざるをえなかった。そのため、

品質の面でリヨン製品は中目ないし軽目物にシ

フトしていた日本羽二重の直接的な競争相手に
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はなりえないという状況認識が、領事館サイド

にあったといえよう 。

とはいえ、松井文太郎は リヨン製ポンジーの

動向について、「本邦品ノ ìil~i ク暴騰シ殊ニ綾地

類ノ著シク騰貴:スルヤ、里昂機業家ハ機敏ニモ

直チニ廉価ナル支那糸ヲ縦トシ、絹綿交織品ノ

類似品ヲ製出シ以テ本邦品ヲ圧倒セント企テタ

リJ(51)との、興味ぶかい市況報告をおこなっ

ている。日本羽二重の評価が高まると、リヨン

織物業界の対抗的なうごきが顕在化した。日本

羽二重に対抗し、より安価liな中国生糸を使用す

る低価格品が市場投入されたのである (問。 さ

らにリヨンでは、下級絹布に熱処理をほどこし

機械圧力をかけ模様織物のような浮出模様と光

沢を同時に顕出させる新技術=rゴーフラージ

ユ gaufrageJ (53)が開発され、その加工素材

として選択されたのが、むしろ品質劣位で、価格

低廉なリヨン製ポンジーであった(5九

こうした状況下、日本羽二重が中国産やリヨ

ン製のポンジーにたいして品質優・位にあったと

はいえ、いくつかの間題が伏在していた。すで

に1889(明治22)年 6月のリヨンからの領事報

告は、「我羽二重ハ支那産『ポンゼーJニ比ス

レハ品位{憂等ナルコトハ此地当業者ノ普ク認ム

ル所ナレドモ、亦決テ欠点ナシトセズJ(日)と、

いわゆる粗製i¥%:造への懸念をはやくから表明し

ていた。当時の日本羽二重のなかに、織巾の不

同や織斑・織歪があるため、捺染工程のみなら

ず整理 ・仕上工程での不具合(染斑など)を発

生させる粗製品が存在していたからである。

その日年後、臥米諸国の視察におもむいた松

井文太郎は、「一本縦羽二重ハ生地の問コソ外

見モ宜シケレ トモ染上後ニ於テハ欠点暴露シ、

且品質至テ薄弱ナレハ需要者ノ為ニ此上モナキ

不経済品トシテ外人ノ評判一般ニ思シキJ(日)と

述べ、羽二重の織方のみならず精煉方法にも問

題点があることを指摘している。松井が副組長

をつとめる福井県絹織物開業組合は、彼がフラ

ンスへ渡航する以前に組合規約により片羽二重

の生産を厳禁していた。最終消費の実態を現地

でじかに見聞した業界関係者たちは、生産状況

によっては日本羽二重の地位がけっして安定的

なものではないことを強く実感したにちがいな

し、。

4 r欧米染織鑑Jにみる日本羽二重の市況

と競合品

それでは、軽目物へシフ トしていた臥米市場

における日本羽二重の競合関係の実態はいかな

るものであったのか。そして、実際の競合品は

どのような属性の絹1哉物であったのか。そこで、

1900 (1明治33)年中に欧米各地で収集され、外

国製織物の標本カタログとして翌年の 8月に東

京で編集・発行された『臥米染織錐Jのサンプ

ル ・データを分析して、その実態にせまりたい。

本稿では、収録サンプルすべての織11帽を便宜

的に23インチ(約58センチ=鯨尺 l尺 5寸 3

分)に換算し、この統一基準にもとづき卸売お

よび小売価格の r23インチ換算」相場を算出し

た。なおかつ、さまざまな織rjJで 1メートルな

いし 1ヤード単位で示されたサンプルの量目を、

「目付換算」すなわち日本羽二重の取引標準で

ある l寸111高・長さ25ヤードあたりの単位重量に

変換しなおした。『欧米染織鑑Jの多様なサン

プル ・データをいったん織幅23インチ基準にデ

ータ変換し、さらにこれを日付換算値と相関さ

せることで、各国聞の製品相場のみならず日本

羽二重を基準に した単位重量や日本円換算によ

る製品単価IIの比較考察が可能となるからである。

なお、 1メー トル=1.09361ヤードとした。

表 4は、収録サンプル112点のうち、 表 1に

示 した日本羽二重の目付範囲 (12~ 3匁付)に

相当ないし近接する目付換算値15匁以下の34点

に、市111考サンプlレの 2点をくわえた合計36点を

一覧にしたものである。概して、 生糸遣いや紡

績絹糸 ・綿糸・麻糸などを交織して生産費を削

減した製品群の卸売値段が低いのをみてとるこ

とができょう 。これらのうち、日本羽二重を捺

染加工したリヨン製品「ポンジー ジヤボネー



『欧米染織鐙jにおける 目付換算値15匁以下の織物サンプル(1900年)

番号 考保文j日ロ日イベコ7 品目/素材生地 経糸種類 緯糸種類 生産地 中品 (鯨尺) 重量 [目付換算] [卸売値段] [小売値段]

1 モスリン ドスワ 絹モスリン 絹撚糸 絹撚糸 リヨン lm24cm 3尺 2寸 7分 49g/ 1 m 1匁 47銭 66銭
2 モス リンドスワ 絹モスリン 絹撚糸 絹撚糸 リヨン lm19cm 3尺 1寸 4分 6 g/ 1 m l匁 3分 49銭 68銭
3 モスリンドスワ 絹モスリン 絹撚糸 絹撚糸 リヨン lm19cm 3尺 1寸 4分 6 g/ 1 m l匁 3分 49銭 68銭

4 ガーゼダマス 紋紗 絹撚糸 絹撚糸 チューリヒ lml0cm 2尺 9寸 10.3g/ 1 m 2匁 4分 l円72銭 2円45銭
5 モスリンブロデ 刺繍モスリン (薄地物) 絹撚糸 絹撚糸 リヨ ン lm12cm 2尺 9寸 6分 14g/ 1 m 3匁 2分 l円26銭 1円76銭
6 モスリンプロデ 刺繍モスリン (薄地物) 絹撚糸 絹撚糸 リヨン lm14cm 3尺 1分 15g/ 1 m 3匁 3分 l円61銭 2円36銭
7 マルスリ ーヌ マルスリーヌ(薄地物) 絹撚糸 絹撚糸 チュ ーリヒ 47cm 1尺 2寸 4分 9 g/ 1 m 4匁 8分 l円36銭 2円10銭
8 エトフェプアオプレル 傘地絹 絹撚糸 絹撚糸 リヨン lm14cm 3尺 l分 25g/1 m 5匁 5分 l円52銭 2円24銭
9 エトフェプアオプレル 傘地綿 絹撚糸 絹撚糸 リヨン lm11cm 2尺 9寸 3分 29g/1 m 6匁 6分 1円50銭 2円19銭

10 クレープ ドシーヌ 縮緬 (薄地物) 生糸 絹撚糸 リヨン 63cm 1尺 6寸 6分 17g/1 m 6匁 8分 1円 1円47銭

11 サテン 紙子 絹撚糸 絹撚糸 コモ 96cm 2尺 5寸 3分 29g/ 1 m 7匁 6分 l円 1円40銭

12 ガーゼペ キン 新i紗 絹撚糸 絹撚糸 チューリヒ 53cm 1尺 4す 17g/ 1 m 8匁 1分 79銭 1円28銭
13 ポンジー ジャポネーゼ 日本羽二重 生糸 生糸 リヨン 58cm 1尺 5寸 3分 199/1 m 8匁 3分 46銭 1円30銭

14 クレーポンファソネ 珍柄縮緬 絹撚糸 絹撚糸 チューリヒ 52cm 1尺 3寸 7分 17g/ 1 m 8匁 3分 1円27銭 1円92銭

15 ツヰルドポンジー 綾羽二重 絹撚糸 紡績絹糸 ノTターソン 24.5インチ 1尺 6寸 4分 0.73オンス11ヤード 8匁 4分 52銭 73銭

16 ポンジー シノワ 支那羽二重 生糸/紬糸 生糸/紬糸 リヨ ン 54cm l尺 4寸 3分 20g/ 1 m 9匁 3分 77銭 1円24銭
17 サテングラス 玉虫総子 絹撚糸 綿糸 クレフェル ト lm22cm 3尺 3寸 2分 47g/ 1 m 9匁 4分 51銭 65銭

18 クレープ 縮緬 o草地物) 生糸 絹撚糸 ノTターソン 22.5インチ 1尺 5寸 0.77オンス11ヤード 9匁 7分 1円39銭 2円

19 ポンジー シャンハイ 上海羽二重 生糸/紬糸 生糸/紬糸 チューリヒ 58cm 1尺 5寸 3分 23g/ 1 m 10匁 96銭 1円50銭

20 ウオッシュシルク 耐洗絹布 紡績絹糸 生糸 ブラ ッドフォード 24インチ 1尺 6寸 0.87オンス11ヤード 10匁 3分 59銭 73銭

21 ファンシイタフタ 新柄タフタ 絹撚糸 絹撚糸 ノTターソン 19.25インチ 1尺 2寸 8分 0.73オンス11ヤード 10匁 8分 84銭 l円17銭

22 リノン (絹麻交織) 結控来/亜麻来 調告主/亜麻来 ミラノ 81cm 2尺 1寸 4分 35g/ 1 m 10匁 9分 71銭 1円49銭

23 タフタユニ 平タフタ 絹撚糸 絹撚糸 クレフェルト 45cm l尺 1寸 9分 20g/1 m 11匁 2分 67銭 1円29銭
24 エトフェプアオプレル 傘地絹 絹撚糸 絹撚糸 コモ 56cm 1尺 4寸 8分 27g/ 1 m 12匁 2分 l円16銭 1円74銭

25 タフタペキン 縞タフタ 絹撚糸 絹撚糸 リヨン 50cm 1尺 3寸 2分 25g/ 1 m 12匁 6分 1円32銭 1円83銭

26 タフタエコセーズ 格子タフタ 絹撚糸 絹撚糸 ウースタ ー 46cm 1尺 2寸 1分 23g/1 m 12匁 7分 1円16銭 l円44銭

27 サテンリベルテー リパティサテン (篇子) 紡績絹糸 紡績絹糸 クレフェ jレト 52cm l尺 3す 7分 27g/1 m 13匁 1分 1円12銭 1円40銭

28 タフタレジェ 縞タフタ 絹折、糸 絹撚糸 チューリヒ 52cm 1尺 3す 7分 27g/ 1 m 13匁 1分 1円41銭 1円92銭

29 タフタシーヌ 緋タフタ 絹撚糸 絹撚糸 チューリヒ 51cm l尺 3寸 5分 27g/ 1 m 13匁 3分 l円94銭 2円95銭

30 ファンシイタフタ 綾子入タフタ 絹撚糸 絹撚糸 ノてタ ーソ ン 19.75インチ 1尺 3寸 2分 0.95オンス11ヤード 13匁 6分 1円34銭 2円4銭

31 ファンシイタフタ 新柄タフタ 絹撚糸 絹撚糸 ノTターソン 20.25インチ l尺 3寸 5分 1.00オンス11ヤード 14匁 1円2銭 1円47銭

32 タフタアジョワ 涙子入タフタ 絹撚糸 絹撚糸 チューリヒ 49cm 1尺 2寸 9分 27g/ 1 m 14匁 1円80銭 2円42銭
33 タフタファソネ 新柄タフタ 絹撚糸 絹撚糸 チューリヒ 52cm 1尺 3寸 7分 29g/ 1 m 14匁 1分 l円85銭 2円90銭

34 エオリ ーヌレジェ 縞エオリンヌ 絹撚糸 綿糸 コモ lm19cm 3尺 1す 4分 68g/ 1 m 14匁 4分 1円46銭 2円34銭
備考① ポンジー リオネーゼ 里昂羽一重 紡績絹糸 紡績一絹糸 リヨン 51cm l尺 3寸5分 33g/1 m 16匁 3分 97銭 l円25銭

備考② クレポーエプリム 捺染縮布 絹撚糸 綿糸 チューリヒ 50cm l尺 3寸 2分 33g/ 1 m 16匁 7分 93銭 1円58銭

表 4
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注) [卸売値段]・[小売値段]は、ともに23インチ換算値。

史料)山口 務 ・登坂秀興共編 『欧米染織鑑j東京実用社、 1901年、筆者所蔵。



ゼJ(23インチ1!1li¥)の目付は 8匁 3分となり、

卸売値段が46銭で小売値段は 1円30銭であった。

生地はおそ らく福井産の羽二重であり、当該製

品は女性用のブラウス地であったろう 。配色 ・

デザインは、紫紺地に直径1.3ミリほどの小さ

な白い水玉模様が上下 5ミリずつずれながら 1

センチ間隔で捺染された、シンプルで細かな柄

である。このポンジー ジヤボネーゼは、サン

プルのなかで小売段階の利幅がもっとも大きか

ったことが特筆できる。

注目したいのは、目付 8匁以上の衣類用の重

目生地として、ポンジー ジヤボネーゼと価格

的に括抗する以下の 9品目である。すなわち、

下級絹布の定義を卸売相場50銭前後-1円未満

/小売相場65銭-1円50銭とすると、この価格

領域に① ドイツ・クレフ ェルト製の「サテン

グラス(玉虫締子)J (卸売値51銭一小売値65

銭)、 ②アメリカ・パターソン製の「ツイルド

ポンジー(綾羽二重)J (同52銭一73銭)、 ①イ

ギリス・ブラッドフォード製の「ウォッシュ

シルク(耐洗絹綿締子)J (同59銭一 73銭)、④

クレフェルト製の「タフタ ユニ(薄琉泊無

地)J (同67銭- 1円17銭)、⑤ミラノ製の「リ

ノン(絹毛交織)J (同71銭- 1円49銭)、⑥リ

ヨン製の「ポンジー シノワ(支那羽二重)J

(同77銭一 1円24銭)、⑦スイス ・チューリヒ製

の「ガーゼペキン(縞紗)J(同79銭- 1円26

室長)、 ③バターソン製の「ファンシイ タフタ

(薄琉泊新柄)J (同84銭- 1円17銭)、そして⑨

チューリヒ製の「ポンジー シャンハイ(上海

羽二重)J (同96銭一1円50銭)が分布する。

なかでも、卸売相場においてポンジー ジヤ

ボネーゼと桔抗する50銭前後の値を示す品目は、

サテ ン グラス(ク レフ ェル ト)・ツイル ド

ポンジー(パターソン)・ウォッシュ シルク

(ブラッ ドフ ォード)の 3品目 (57)であるのに

たいし、小売相場で措抗するのが、ポンジー

シノワ(リヨン捺染品)・ガーゼ ペキン(チ

ューリヒ)・タフタ ユニ(クレフェルト)・フ

ァンシイ タフタ(パターソン)・ポンジー
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シャンハイ(チューリヒ捺染品)の 5品目であ

る。換言すれば、ポンジー ジヤボネーゼとは

対照的に小売段階の利幅が小さかったのが、サ

テン グラス(クレフェルト)・ツイルド ポ

ンジー (パターソン)・ウ ォッシュ シルク(ブ

ラッドフォード)の 3品目であるのにたいし、

同利幅が比較的大きいのが、ポンジー シノワ

(リヨン捺染品)・ガーゼペキン(チューリ

ヒ)・タフタ ユニ(クレフェルト)・ポンジー

シャンハイ(チューリヒ捺染品)の 4品目で

あったとみることができょう 。

小売段階の利幅が小さい 3品目はいずれも力

織機製品で、あり、先染製品のサテン グラスが

絹子の下等品、後染製品のツイルド ポンジー

とウオツシュ シルクが紡績絹糸を交織した反

染品で、いずれも代表的な下級綿布としてみな

すことができる。したがって、ポンジー ジャ

ポネーゼもそのマテリアル(半製品=中間製

品)としての日本羽二重の品質が劣化すれば、

こうした品目の下級絹布との直接的な価格競争

を強いられたにちがいない。

いっぽう、利I!Jli¥の大きい 4品目のうち、ポン

ジー シノワとポンジー シャンハイの中国産

ポンジーの捺染品は、日本羽二重の加工品であ

るポンジー ジャポネーゼよりも卸売相場が高

いが、前 2者の配色・デザインがワンパターン

でシンプルな後者よりも曲線をもちいた多彩な

模様であることによるものと考えられる。中国

産ポンジーが日本羽二重よりも品質劣位にあっ

たという想定に立っかぎりにおいて、デザイン

に起因する染色・整理工程での相対的なコスト

高を反映したものとみることができる。したが

って、このケースにあっても日本羽二重の品質

が劣化すれば、これら中国産ポンジーや補充サ

ンプルとして表示した リヨ ン製の下級絹布「ポ

ンジー リオネーゼJ(卸売値97銭一小売値 1

円25銭)との直接的な価格競争にさらされたで

あろう 。なお、 『欧米染織鑑jに収録されたポ

ンジー リオネーゼの当該サンプルは、経 ・緯

糸ともに紡績絹糸遣いの製品である。



かくして、ここまでの考察からポンジー ジ

ヤボネーゼの競合品として浮かび、上がってくる

のが、ガーゼ ペキン (チューリヒ)とタフタ

ユニ(クレフェルト)の 2品目である。これ

らの製品は生糸遣い (経・緯糸とも絹撚糸)の

いわゆる純絹製品であるが、両者とも力織機で

量産された反染品であるので、いずれも中級絹

布(縞紗 ・タフタ無地)の下等品であった。要

するに、おもに衣類用となる目付 10匁前後の重

目領域において、日本羽二重を捺染加工したポ

ンジー ジャポネーゼは、ガーゼ ペキンやタ

フタ ユニなどの中級絹布の下等品と競合して

いたと結論づけることができる。

なお、 整理番号21のアメリカ・パターソン製

のタフタ ファソネ 「ファンシイ タフタ」

(卸売値84銭一小売値 1円17銭)と補充サンプ

ルのチューリヒ製の「クレポー エプリム(捺

染縮布)Jの2点について、ひとこと言及して

おく 。ノTターソン製のフ ァンシイ タフタは小

売段階で中間的な利111fi:¥ (33銭)を示し、先染め

の模様柄であるが力織機製品のため、先住地物の

クレフェルト製のタフ タ ユニと同等水準の小

売値となっている。いっぽう、チューリヒ製の

クレポー エプリムは、強撚糸を使わずゴーフ

ラージ、ユのようなロール圧縮技術によ って、微

細な捺染模様の染付と同時に細かな縦織をつく

りだした擬似縮緬 (クレープ)である。

『臥米染織鑑』の収録サンプルをみると、ヨ

ーロッパ製品よりもアメリカ製品のほうにデザ

インが比較的シンプルなものが目立つとはいえ、

小売相場が1ヤード50セント内外という日用品

レベルに達するほど安価なフ ァンシイ タフタ

までもが市場に出まわっていたことがうかがえ

る。それは、模様柄のフ ァンシイ タフタが無

地物のプレイン タフタとツイルド ポンジー

などのフーラーとが競合する低価格帯にまで下

降参入していたことを意味する。それゆえアメ

リカ市場においては、日本羽二重の捺染品およ

び縞柄の高配甲斐絹が、タフタ無地物や同模様

物の下等品クラスとの直接的な競合関係にあっ

たとみることができょう 。

5 おわりに

愉出羽二重に閲する不可欠な研究課題は、海

外需要の動向すなわちそれをめぐる国際的な市

場条件や市況を分析し、欧米市場における日本

羽二重の地位や競合関係をより 具体的に考察す

ることにある。本稿であきらかとなったのは、

以下の諸点である。

日本に先んじて絹の大衆化が進展した欧米市

場において、とりわけ19 世紀末~20世紀初頭に

かけて絹織物の低価格化が部地軽量化をともな

って顕著に進行した。低価格化による大衆需要

の喚起は、おもに女性ファ ッションの軽量化と

装飾化に拍車をかけ、とりわけアメリカ市場で

は下級絹布のみならず中級品の一部が日用品の

領域にまで浸透するほどの勢いであった。絹織

物が全体的に低価格化するなかで、軽量安価な

薄絹製品がにわかに需要を獲得し当該期のモー

ドを下支えしていたのである。

この動向が、極東の日本において在来品より

も軽量かつ低廉な羽二重や甲斐絹の新製品を改

良する刺激=トリガーとなった。日本で輸出羽

二重を急成長させた要因は、軽量羽二重の開発

にあった。20世紀になると、 i草地軽量化による

目付低下が加速化し、輸出羽二重の生産重心は

中目物 (6.5~ 5 匁付)および軽目物 (4.5~ 3 

匁付)に移行した。臥米諸国におけるイブニン

グドレス用の需要増加にくわえ、女性下着用の

みならず上衣用の羽二重需要がそれまでの重目

物から中目・軽自物へと急速にシフトしたため

であった。これに、衣類および|帽子装飾・リボ

ン用の軽目絹の需要が拍車をかけたのである。

そして、かつてなかったほどの薄絹需要が急

増した欧米市場・は、より軽量低旅な羽二重の生

産を日本に要求することになった。それまで重

目の生産比率が大きかった福井羽二重が7.5~

6匁付の中日領域に参入し、中目の石川羽二重

も 5.5~ 5匁付へ、そして軽自の川俣羽二重が
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4.5~ 3匁付へと、急速に部地軽量化をすすめ

たのはこのためである。高機=手織段階にあっ

た日本の羽二重業界が、輸出拡大とともにいわ

ゆる「粗製艦造」問題をかかえこんでいくのは、

まさに敵米市場で惹起した薄地軽量品への、流行

シフ トに積極的に対応したからにほかならなか

った。いうまでもなく、その対応は新たな競合

にさらされながら、粗製品の生産に誘惑される

危険性をつねに内在させるものとなったからで

ある。

基本的に、 生糸遣いの純絹製品の日本羽二重

が品質を劣化させると、ヨーロッパ市場におい

ては中国産ポンジーおよびヨーロッパ各国製の

下級絹布群(紡績絹糸や綿糸なととの交織品)に

挟撃され、アメ リカ市場にあってはパターソン

製の下級綿布(ツイ lレド ポンジーなどのフー

ラー)との競合が激化した。いっぽう、そのEl

質が維持される;場合でも、日本羽二重は、タフ

タやサテンなどの中級絹布の下等品との競合に

直面したのである。しかも、 実際の競合はそれ

だけにとどまらなかった。市場で日本羽二重の

評価tiが高まる と、リヨ ン染織業界は、1:1本羽二

重に対抗して中匡|生糸をはじめ紡績絹糸や綿糸

などのより安価な原料糸を使用する低価格品や

交織製品にくわえ、 最新の仕上技術を駆使して

応戦した。すなわち、ゴーフラージ、ユ技術によ

って、品質劣位で、価格低廉なリヨン製ポンジー

に模様織物のような浮出模様と光沢を顕出させ

た新製品を投入したのである。

すでにスイスや ドイツなどのヨーロ ッパの主

要絹業国でも、力織機の普及がアメ リカほど急

速ではなかったとはいえ 側、未精錬の生糸お

よび紡績絹糸や綿糸を力織機にかけて量産 した

のち、織りあがった自生地を一括して精錬・染

色・整理する反染品が市場に拾頭していた。く

わえて欧米市場において日本羽二重は、こうし

た準備 ・製織工程での革新により 生産費を大幅

に削減した反染品のみならず、最新の仕上技術

=後工程の革新により下級絹布の外観を一変さ

せた新製品との競合にも遭遇したとみることが

できょう 。

こうした状況下、日本でも っとも軽量安仙.な

一本経の]1聖目羽二重を開発し急成長した福島県

川俣産地が直面する事態が、 19世紀末にリヨン

で開発された絹モスリンとの競合であった。絹

モスリンは、 川俣羽二重とおなじく 1本経の単

純平織組織であったが、経・緯糸ともに最高品

質の 9~11デニールという 極主III生糸を用い、 し

かも緯糸にはその強撚糸を 1本のまま力織機に

かけて量産する、まさに蝉の薄羽のような超軽

量絹であった。新製品の絹モスリンは、おもに

スイス製のタフタや ドイツ製の網綿織子 ・ビロ

ードとの「猛烈ナル競争J(59) により中 ・下級

品市場を奪われていたフランス=リヨンが起死

回生をねらって開発に成功した極薄絹布であっ

た。

当初から力織機による量産体制がしかれ、リ

ヨンの力織機化率を大幅に押し上げた絹モスリ

ンは、それまで低迷気味であった リヨ ン染織業

界に活況をもたらしている。しかも、それだけ

にとどまらない。1870年代以降、 一貫して低落

傾向にあった生糸価格をも押し上げたのであ

る刷。目付換算値が 1~ 3匁という、ま さに

驚異的な製品である絹モス リンは、 リヨ ンの独

壇場であった。しかしひるがえると、 19世紀末

から20世紀初頭にかけて大流行し一世を風廃す

る、この最新で、最強の流行品の低級代用品と し

て需要を獲得したのが川俣羽二重であった。し

かも日本羽二重のなかで、ゴーフラージュ製品

の好適素材として外国製品に対抗できたのも軽

量安価な川俣羽二重であった (61)。

それだけに、 川俣産地の対応に追随し、北陸

地方や山形鶴岡などの羽二重生産が軽目指向を

強めるプロセスは、日本羽二重が中国産ポンジ

ーや欧米製の下級絹布にたいして発揮しえた純

絹製品としての品質優位を喪失し、欧米市場に

おいてリヨン製綿モスリンの下等品やゴーフラ

ージュ用の下級絹布との価格競争にさらされた

ことを意味する。機械化すなわち力織機の導入

と精錬事業の拠点高度化をふくむ統制的な品質
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管理の日程が、日本の輸出羽二重業界でにわか

に浮上することになった所以である。
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